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研究成果の概要（和文）：対人関係療法を施行後の対人過敏性は治療前と比べて有意に軽減した。対人過敏性が
高いグループのみ治療後に対人過敏性が有意に減少したが、治療後の対人過敏性は治療前の全体の平均値よりも
高かった。
少人数の予備研究によって、併存精神疾患を持つ慢性のうつ病患者においても対人関係療法によってうつ症状が
有意に軽減したものの、併存精神疾患群の数が3つ以上だと対人関係療法の治療反応が乏しい可能性が示唆され
た。

研究成果の概要（英文）：Interpersonal Sensitivity was significantly decreased after the course of 
interpersonal psychotherapy. In only high interpersonal sensitivity group, interpersonal sensitivity
 was significantly decreased after intervention.  However, the score of interpersonal sensitivity 
after intervention in high interpersonal sensitivity was higher than the score of overall average 
before intervention. 
Depressive symptom was significantly decreased in chronic depression with psychiatric comorbidities.
 However, patients with over the three psychiatric comorbidities showed less change of depressive 
symptoms.

研究分野： 対人関係療法

キーワード： 対人関係療法

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
うつ病患者の一部には薬物療法、心理療法の効果が乏しいため、治療抵抗因子の同定とそれに対する治療法の開
発が急務である。対人関係療法は対人過敏性を軽減させる可能性がある一方で、治療前に対人過敏が高い症例
は、治療後に軽減しても依然高く、限界があることがわかった。
併存精神疾患をもつ慢性うつ病に対する対人関係療法の研究は少人数のものであるため今後はさらなる研究が必
要である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
我が国の気分障害の患者数は、2008 年には 104 万人に増加している。しかし、抗うつ薬に反応 
しない患者は 30%、完全寛解しない患者は 60%と多く、20%のうつ病患者が慢性化をきたす。
薬剤抵抗性うつ病は、寛解率が 1 年で 4%であり薬物治療で治癒する可能性は低い。また、薬物
療法主体の医療が患者のニーズと合っていないことも大きな問題である。心理療法は薬物療法
の約 3 倍好まれることがメタアナリシスで示されており、そのため気分障害の患者の７割以上
は医療機関を受診していない。このように、薬剤抵抗性のうつ病に対し効果のある心理療法の確
立と普及が必須である。 
 
対人過敏性はうつ病の発症や予後と関連するという報告がある。また、うつ病における併存精神
疾患は治療抵抗性の要因の一つであるが、対人過敏性はうつ病だけでなく不安症や摂食障害な
どとの関連もあるため、うつ病における併存精神疾患と関連している可能性がある。 
 
対人過敏性について対人関係療法の前後で比べた研究や、対人過敏性と併存精神疾患との関連
を調べた研究はまだない。 
 
２．研究の目的 
 
１）対人関係療法によって、対人過敏性が改善するかどうかを調べる。 
 
２）対人過敏性と併存精神疾患の関連について調べる。 
 
３）薬剤治療抵抗性の要因の一つとされている併存精神疾患のある慢性うつ病に対しても、対人
関係療法によってうつ病症状が改善するかどうかを調べる。 
 
３．研究の方法 
 
１）DSM-5 精神疾患の診断・統計マニュアルにて抑うつ障害群を満たす患者に対し、対人関係療
法を 16 回施行した。対人関係療法は公認の治療者育成機関である対人関係療法研究会のワーク
ショップを受講している治療者 4名によって行った。対人過敏性は Interpersonal Sensitivity 
Measure（IPSM）を用いて、介入の前後に測定した。 
 
２）DSM-5 精神疾患の診断・統計マニュアルにてうつ病エピソードを満たす患者における対人過
敏（IPSM）と併存精神疾患の数との関連を測定した。入院患者を連続サンプリングを用いてリク
ルートした。対人過敏や併存精神疾患の交絡因子になりうる、養育体験(Parental Bonding 
Instrument)やソーシャルサポート(Confidant)も測定した。養育体験は父、母、それぞれの養護
因子と保護因子を測定し、両親の平均値を用いた。 
 
３）DSM-5 精神疾患の診断・統計マニュアルにて、併存精神疾患（対人関係療法が適応できる疾
患である、不安症群、食行動障害および摂食障害群、心的外傷後ストレス障害）のある慢性うつ
病の患者に対し、対人関係療法を 16 回施行し、治療前後のうつ病症状（ベック抑うつ質問票）
を測定した。対人関係療法は公認の治療者育成機関である対人関係療法研究会のワークショッ
プを受講している治療者によって行った。 
 
４．研究成果 
 
1) 29 名の抑うつ障害群の患者に対して対人関係療法を施行した。介入の前後において、対人過
敏は有意に低下した（治療前 86.4 ± 12.2, 治療後 81.0 ± 13.3, p = 0.009）。下位項目に
おいても、臆病さを除く対人意識、分離不安、脆弱な内的自己の項目にて、有意に低下を認めた。
治療前に対人過敏性が高い症例と高くない症例（今回の集団の IPSM の平均値である 86.4 を参
考）における対人過敏性の変化を調べたところ、対人過敏性が高くない症例(IPSM<86.4)では、
治療前後の対人過敏性における有意な差はなかった(治療前 75.9 ± 7.2, 治療後 73.5 ± 
10.0, p > 0.5)。対人過敏性が高い症例(IPSM≧86.4）では、治療前後で対人過敏性の有意な低
下がみられた（治療前 96.2±5.4, 治療後 88.0 ± 12.4, p = 0.01）一方で、治療後において
も、平均値は治療前の全体の平均値(86.4 ± 12.2)より高かった。 
 
２）うつ病エピソードを満たす入院患者 45 名において、併存精神疾患の数と対人過敏の相関を
調べたところ、有意に関連していた。一方で、併存精神疾患は養育体験の養護因子とも関連して
いた。多変量解析を行うと、養護因子と併存精神疾患の数のみ有意な結果となった。 
 
 
 



３）併存精神疾患のある慢性うつ病 12 名に対し
て対人関係療法を施行したところ、前後比較にて
有意にうつ症状は改善していた。一方 で、対人
関係療法の適用可能な疾患の併存領域数が 3 つ
以上(不安症、PTSD、摂食障害の全てを満たす)の
症例に関しては、うつ症状の変化量が少ない傾向
にあった。対人関係療法は疾患横断的に適用でき
る治療法であるものの、あまりに併存精神疾患が
多いと改善しにくいことが示唆された。 
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